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2009年3月 2009年4月 2009年5月 2009年6月
3月27日リポジトリ公開
登録コンテンツ数が伸びない
（登録 テ がまだ 件 と ろも）コン ンツ 0 の こ
・サポート不足は明らか
・担当者の連絡会、勉強会は必要不可欠（スキルアップ）
・広島大学のHARPの活動を見習う
参加機関の金銭的負担
・現在は参加機関の金銭的負担はなし
・共同リポジトリを運営していく上で、今後も参加機関から金銭的負
担を求めることは難しいか・・ 負担がないことで参加の同意を得
た機関もある
・負担を求めれば参加機関を拡充していく上では明らかにマイナス
現在の参加機関が独立してリポジトリを立ち上げた場合
・対応として、福井大学の独自リポジトリと同じようにその機関のコ
ンテンツメタデータをハーベストする
独自リポジトリシステム側のカスタマイズも必要
システム構築業者が違った場合の対応が問題
参加機関の拡充はどこまでできるか
・小さな公立図書館が参加することのメリットを見いだせるか
・県内の研究機関に対して独自交渉？
余力はあるのか まず現在の参加機関での運営体制を確立・ ・・・
機関リポジトリと業績データベースとの連携
（平成21年4月から稼働）
業績データベースへの論文
登録作業（W b操作）
学内教員
ＮＯ 機関ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘに
登録？
e
ＹＥＳ
ＹＥＳ
機関リポジトリ登
録意思のフラッグ
を付して登録
フラッグを付
けず登録
論文提出
依頼
論文提出
デ タの登録
著作権等処理
業績データベース
機関ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘに
登録可能？
ー
UFR
フラッグの付いた論文データ
を定期的に抽出（Web操作）
ご静聴ありがとうございました
